
（別紙４）

～ 令和8年1月16日

（対象者数） 9名 （回答者数） ５名

～ 令和8年1月16日

（対象者数） ２名 （回答者数） ２名

～ 令和8年1月16日

（対象数） ７園 （回答数） ４園

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

互いの現場を知り、併用が利点となるよう、同じ方向性を

持って支援を進めていくことを、全職員が認識する。引き算

支援ができるよう、アセスメント力を磨いていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名

○保護者評価実施期間 令和7年12月10日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年12月10日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

併用児童のため、園と児童発達支援の現場同士が繋がれること

は、強みだと思っている。

送り出す立場として必要な支援、取り組みを考えることができ

る。

事業所における自己評価総括表公表


